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はじめに

アセンテック株式会社は、
アフターコロナにおける新時代の

ワークスタイル実現に向け、
仮想デスクトップ及びセキュリティ製品を

開発・提供することで
社会に貢献してまいります。
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2022年1⽉期 決算 サマリー

決算サマリー

売上・利益共に過去最⾼を達成

43.2 

54.5 
59.3 59.8 

64.8 

2018/1 2019/1 2020/1 2021/1 2022/1

売上推移(億円)

2.68 

3.81 
4.51 

6.31 
7.14 

2018/1 2019/1 2020/1 2021/1 2022/1

経常利益推移(億円)

 自社製品拡販が寄与し、6期連続で増収増益を達成
 継続収⼊ビジネス移⾏が進み、4期連続で過去最高益を更新
 販売パートナーとの協業が進み、全事業領域で増収を達成

★★
経常利益

CAGR 27.3%
(2018〜2022）

売上
CAGR 25.3%

(2018〜2022）
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2022年1⽉期 決算 サマリー

6,484

708

714

496

36.93

22年1期
業績

99.8％

101.1％

102.1％

102.4％

103.0%

予算達成率

売上⾼

営業利益

経常利益

当期純利益

１株当たり
当期純利益(円)

(百万円)

通期業績 前期⽐及び予算達成率

6,500

700

700

485

35.84

22/1期
業績予想

+8.4％

＋16.6％

＋13.2％

＋17.5％

＋18.3%

前期⽐
21/1期

業績

5,982

607

631

422

31.21
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2022年1⽉期 決算 サマリー

12 15 22 25

2,028 2,206 1,596 1,688 

3,415 3,710 4,364 4,769 

2019/1期 2020/1期 2021/1期 2022/1期

■仮想デスクトップ■クラウドインフラ■クラウドサービス

5,9825,932
5,456

(百万円)

+17.6%

-27.6%

+0.8%

+41.5%

+8.6%

+8.8%

+8.7%

+28.6%

製品・サービス 継続 自社
収入 製品 サービス

■ 仮想デスクトップ
仮想化ソフトウエア(Citrix、Vmware等)
シンクライアント端末(Atrust、Dell等)
Resalio Lynxシリーズ � �

プロフェッショナルサービス(1年未満) �

プロフェッショナルサービス(1年以上) � �

■ クラウドインフラ
リモートPCアレイ �

サーバ(HPE, Dell, Lenovo等)
フラッシュストレージ等(HPE-Nimble)
ハイパーコンバージド製品(HPE、Dell)
自営保守(リモートPCアレイ/Citrix ADC等) � �

■ クラウドサービス
Resalio DaaS SS � �

Citrix Cloud （CSP） �

Google Cloud �

事業領域別売上推移
6,484
+8.4%

+9.3%

+5.8%

+13.8%
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2023年1⽉期 事業環境⾒通しと当社の対応

事業環境⾒通し

当社の対応
 デジタルトランスフォーメーション（DX）を高度なセキュリティで実現
 するため、「Resalio Lynx」を中⼼に製品開発を強⼒に推進
 仮想デスクトップ案件増に伴ないエンジニアの採用・育成を強化
 リモートアクセスソリューション「リモートPCアレイ」の需要増と販売

パートナー急拡大に対応した販売体制を構築
 ランサムウエア対策ソリューションの製品ラインアップを拡充

注）事業環境⾒通しは当社の⾒解です。

 サイバーセキュリティ対策として仮想デスクトップ需要は引き続き拡大
 アフターコロナにおいてもテレワーク利用はワークスタイルとして定着
 クラウドインフラ事業においては、需要は復調傾向だが半導体供給問題に

より先⾏き不透明感有り
 企業におけるランサムウェア被害増加を受け、ランサムウェア対策が急務
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2023年1⽉期 通期業績予想

2023/1期通期予想 前期実績⽐（％） 2023/1期上期予想
売上⾼ (百万円） 6,600 ＋1.8 3,350

営業利益 (百万円） 780 ＋10.2 410
経常利益 (百万円） 780 +9.2 410

当期純利益 (百万円） 540 +8.7 284
1株当たり当期純利益(円) 40.30 － 21.19

成⻑戦略を実⾏し増収増益を目指します

9

2.68
3.81

4.51
6.31

7.14

2018/1期 2019/1期 2020/1期 2021/1期 2022/1期

7.8億円
＋9.2%

43.2
54.5 59.3 59.8

2018/1期 2019/1期 2020/1期 2021/1期 2022/1期

売上⾼推移 経常利益推移
（億円）

66億円
＋1.8％

2023/1期
売上予想

2023/1期
経常利益予想

（億円）
64.8



2023年1⽉期 事業領域別売上予想

12 15 22 25 80

2,028 2,206 1,596 1,688 1,520 

3,415 3,710 4,364 4,769 5,000 

2019/1期 2020/1期 2021/1期 2022/1期

■仮想デスクトップ■クラウドインフラ■クラウドサービス

5,9825,932
5,456

(百万円)

+17.6%

-27.6%

+0.8%

+41.5%

+8.6%

+8.8%

+8.7%

+28.6%

事業領域及び製品-サービス 継続 自社
収入 製品 サービス

■ 仮想デスクトップ
仮想化ソフトウエア(Citrix、Vmware等)
シンクライアント端末(Atrust、Dell等)
Resalio Lynxシリーズ � �

プロフェッショナルサービス(1年未満) �

プロフェッショナルサービス(1年以上) � �

■ クラウドインフラ
リモートPCアレイ �

サーバ(HPE, Dell, Lenovo等)
フラッシュストレージ等(HPE-Nimble)
ハイパーコンバージド製品(HPE、Dell)
自営保守(リモートPCアレイ/Citrix ADC等) � �

■ クラウドサービス
Resalio DaaS SS � �

Citrix Cloud(CSP) �

Google Cloud �

6,484
+8.4%

+9.3%

+5.8%

+13.8%

6,600
+1.8%

+4.8%

-10%

+220%

2023/1期
売上予想
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配当について

当社の配当に関する基本⽅針は、株主の皆様に対する利益還元を重要な経営課題と認識しつつ、
財務状況、資⾦需要等を総合的に勘案し、戦略的投資として活用する内部留保とのバランスをと
りながら、経営成績に合わせた利益配分を基本⽅針としております。

この基本⽅針を踏まえて、株主還元として配当性向20％を視野にいれ、2022年1月期の期末配
当⾦予想につきましては、2022年1月に、１株当たり３円50銭から７円00銭へ増配を実施するこ
とといたしました。

1株当たりの配当⾦
基準日 第２四半期末 期末 合計 配当性向

2021年1月期 0円00銭 3円50銭 3円50銭 11.2%

2022年1月期 0円00銭 7円00銭 7円00銭 19.0%
2023年1月期

予想 0円00銭 7円00銭 7円00銭 17.4%
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ランサムウェア対策ソリューションを拡充（2022年3⽉11日）

13

背景
国際的な情勢緊迫を受け、国内企業におけるランサムウェア被害が増加傾向。
企業においての対策は急務。各省庁からも注意喚起。20220301007-1.pdf (meti.go.jp)

当社は、ランサムウェア対策ソリューションを拡充を継続。

入口対策
マルウェア感染の中⼼的なルートはFAT PC。一⽅シンクライア
ントは、OS領域のROM化で感染遮断、データ保存領域をもたな
い為、最も安全なエンドポイント。当社は、さらに進化させた
「ハイパーシンクライアント Resalio Lynx（後述）」を開発。

出口対策
万一感染し、データが暗号化された場合、バックアップから復
元することで被害を最小限にとどめることが可能。
特にバックアップ後、物理的にシステムから分離されるテープ
バックアップ対策は最も効果的。

Quantum Scalar
テープライブラリー

統合バックアップ基盤
Dell DP4400

ソフトウェア型
シンクライアント

Atrust
シンクライアント

【関連コラム︓ランサムウェア対策の鍵︕シンクライアントとバックアップ】



オンラインセミナーを多数開催
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自社製品拡大に
向けた

研究開発

1
継続収入

ビジネスの
拡大

2
事業拡大に

向けた
戦略的投資

3

更なる成⻑に向けた事業戦略
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当社は、ソフトウェア型シンクライアント「Resalio
Lynx」の開発を⾏っております。仮想デスクトップ
（VDI）アクセス端末として、⾦融機関や公的機関等
多くのお客様に採用され、着実に実績を伸ばしてまい
りました。

テレワーク及びクラウドサービスの普及とともに、
お客様のニーズが変化しております。
「Resalio Lynx」をVDIアクセスに加え、Web会議
アクセス、SaaSアクセス、リモートPCアクセスの
４つのセキュアアクセスを可能にする新しい製品
「ハイパーシンクライアント」の研究開発をすすめて
おります。

更なる成⻑に向けた事業戦略

自社製品拡大に
向けた

研究開発

1
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Resalio Lynx（レサリオリンクス）とは︖

OSインストールまたは専用USBデバイスにより、PCをシンクライアント化
する製品（独自OS)で、⾼セキュリティを実現し、既存PCの再利用にも最適

OSインストール型

Resalio Lynx 700

PC上のWindowsをシンクライアントOSに書き換え

USBブート型

Resalio Lynx 300

専用USBより起動した場合のみシンクライアント化

18



VDIアクセス

Microsoft 365
Salesforce 
Cybozu 等仮想デスクトップ（VDI）環境

VDIクライアント 独自開発セキュアブラウザー（Chromiumべース）

Citrix
HDX

VMware
(Blast, PCoIP, 

RDP)
RDP

ゼロトラスト･ネットワークGWVPN GW

SaaS 環境

Web会議アクセス

Teams Zoom Webex

SaaSアクセス
Zscaler
ZIA対応

Ivanti
PZTA対応

Citrix
SWA対応

ソフトウェアSIM

リモートPCアクセス

Resalio Connect

closip社 基地局
（仮想閉域網）

注︓当資料は当社開発コンセプトであり、⼀部機能は現在開発中のものも含まれます。

リモートPC

リモートPCアレイ

ハイパーシンクライアント「Resalio Lynxハイパーシンクライアント「Resalio Lynx」

19

4つのセキュアアクセスを一つのOSで実現



VPN装置や新たなネットワーク機器の導⼊は不要
お客様による設備の導⼊や運用は不要

Resalio Connectの販売開始（2022年2⽉28日）

20

「Resalio Connect」は、遠隔地のPCにResalio Lynxで起動した手元端末から接続するシンプ
ルな低料⾦リモートPCアクセスサービスです。
closip社のネットワーク技術「LTE over IP(LTE 仮想化技術)」による仮想閉域網を利用します。
これにより、VPN装置を使わずに簡単かつ⾼いセキュリティレベルでリモートPCアクセスが可能
となります。



Resalio Lynx 2023年1⽉期目標

（ID）

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

2018/1期 2019/1期 2020/1期 2021/1期 2022/1期 2023/1期

30％増を
目標

2023/1期
目標

Resalio Lynx サブスクリプション契約ID数 目標
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リモートPCアレイ 官公庁・地方自治体導入状況（2022年1⽉現在）

(導⼊事例公表済)

(導⼊事例公表済)

ご導⼊済 20 自治体
ご検討中 71 自治体

リモートPCアレイ
⺠間企業導入に加え、官公庁・
地方自治体での導入検討が進捗

(導⼊事例公表済)

(導⼊事例公表済)

⼥川町様

横瀬町様

多摩市役所様

佐賀市役所様
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リモートPCアレイ 2023年1⽉期目標

（台数）

0

200

400

600

800

1,000

1,200

2018/1期 2019/1期 2020/1期 2021/1期 2022/1期 2022/1期

2023/1期
目標

リモートPCアレイ 累計出荷台数目標

50%増を
目標
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当社は、更なる利益成⻑と強固な企業基盤を構築す
るために、継続収入ビジネスの拡大を目指していま
す。具体的な施策として以下を展開しています。

 Resalio Lynxのサブスクリプション化
 自営保守ラインアップの拡大
 プレミアサポート＆サービスの拡大
 クラウドサービスの展開

更なる成⻑に向けた事業戦略

継続収入
ビジネスの

拡大

2
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継続収入ビジネス

継続収入 受注ベース
実績と目標（繰延売上）

継続収入 売上ベース
実績と目標（その年度の売上）

7.5% 8.6% 11.1% 13.7% 15.7%

Q2
241

Q2
353

Q2
356

Q2
438 Q2

197
Q2
252

Q2
297

Q2
437

339 
296 

475 
465 

1,050 

208 
255 

367 

448 

1,040 

0

200

400

600

800

1000

1200

2019/1期 2020/1期 2021/1期 2022/1期 2023/1期 2019/1期 2020/1期 2021/1期 2022/1期 2023/1期

通期
580

通期
831

通期
649

通期目標
1,050

通期
406

通期
508

通期
664

通期目標
1,040

(百万円)
16.2％増

通期
903

通期
885

17.5％増(百万円)

(継続収入売上の総売上に占める割合)
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当社が更なる成⻑を遂げるためには、

 テクノロジーパートナーとのアライアンス
 販売パートナーとのアライアンス

両⾯での戦略的アライアンスが必要であるとの考えに基き

 仮想デスクトップ事業
 クラウドインフラ事業
 クラウドサービス事業

それぞれの事業拡大を目指し、パートナーとの資本・業務
提携等、戦略的投資を実⾏してまいります。

更なる成⻑に向けた事業戦略

事業拡大に
向けた

戦略的投資

3
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自治体DXの推進を支援する（株）アイネスとの業務提携（2022年3⽉2日）

自治体情報システムの標準化・共通化

マイナンバーカードの普及促進

行政手続きのオンライン化

AI/RPAの利用推進

テレワークの推進

セキュリティ対策の徹底

自治体DX推進計画 重点取組事項

出典︓総務省「自治体DX全体手順書」2021年7月

業務提携の狙い︓両社の技術・ソリューションにより「自治体DX推進計画」を支援

27



（株）ニーズウェルとの資本・業務提携（2022年2⽉10日）

28

アセンテックソリューション

システム開発会社の受託開発で
セキュアな環境と安定した
パフォーマンスを確保
・情報資産を持ち出ししない

安全なシステム開発環境
・障害発⽣率を抑え安定的な

パフォーマンス

ニーズウェル社 SIサービス

お客様
（システム開発）

⾼セキュリティ開発環境

業務提携の狙い︓⾼セキュリティ開発環境を目指し、Linux、Windowsを組み合
わせたハイブリッドVDIを共同で開発し事業拡大を図る。



さくら情報システム（株）とのパートナー契約締結（2022年1⽉18日）

さくら情報システム社は、⾦融機関基準のセキュアなデータセンター
により、当社「リモートPCアレイ」を活用したテレワークサービス
「さくらテレワークソリューション」を推進。

29

「さくらテレワークソリューション」利用イメージ



ディクスホールディングス（株）との資本・業務提携（2021年12⽉1日）

30

ディクスホールディングス

・仮想デスクトップ
・RPA
・ゼロトラスト

等の次世代システム構築に
おけるSEサービスの提供

アセンテック

お客様
（情報システム）

業務提携の狙い︓両社の技術⼒、ノウハウを交換・融合することで、お客様に
⾼度なセキュリティサービス、最適なサービス提供を目指す。

両社が蓄積した仮想デスクトップ
に関するノウハウや販売⼒・技術
⼒を融合し、共同で SI（システ
ムインテグレーション）ビジネス
を拡大、推進する。

・高セキュリティシステム（仮想
デスクトップ、ゼロトラスト
ネットワーク等）

・ロボティックプロセスオート
メーション（RPA)

両社のお客様



（株）closipとのパートナー契約締結（2021年9⽉29日）

31

ホスト側PC

closip社 の仮想プライベートLTEシステムとResalio Lynxを連携し、⾼セキュ
リティ、低価格リモートアクセスサービス「Resalio Connect」を開発

リモートPC

Resalio Lynx

リモートPCアレイ

基地局

接続元
シンクライアント

ソフトウェアSIM ソフトウェアSIM

ソフトウェアSIM
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商号 アセンテック株式会社
Ascentech K.K.

所在地 【本社】東京都千代田区神田練塀町3 大東ビル9Ｆ
【インフラソリューションラボ】

東京都台東区台東1-14-9 清水ビル4F

設⽴年⽉日 2009年2月2日

資本⾦ 2億3,565万円（2022年1月31日現在）

役員 代表取締役社⻑ 佐藤 直浩
取締役副社⻑ 松浦 崇
社外取締役 萬歳 浩一郎
社外取締役 髙谷 英一
社外取締役* 松田 英典
社外取締役* 山本 勲
社外取締役* 吉井 清

*:監査等委員

従業員数 84名（2022年1月31日現在）

上場市場 東京証券取引所第一部(2019年9月20日より)
証券コード︓3565  

取引銀⾏ 三菱UFJ銀⾏、みずほ銀⾏、りそな銀⾏

事業内容 仮想デスクトップに関連する製品開発、販売及
びコンサルティングサービスの提供

主要取引先
株式会社エヌ・ティ・ティ・データ、伊藤忠テクノソリュ
ーションズ株式会社、エヌビディア合同会社、シトリック
ス・システムズ・ジャパン株式会社、株式会社ソリトンシ
ステムズ、ダイワボウ情報システム株式会社、デル株式会
社、日本アイ・ビー・エム株式会社
、日本クアンタムストレージ株式会社、日本ナレッジ株式
会社、日本ヒューレット・パッカード株式会社、日本マイ
クロソフト株式会社、株式会社ネットワールド、株式会社
ラネクシー、レノボ・ジャパン株式会社、Atrust 
Computer、Cortado AG、Nexenta Systems,Inc.、
Numecent、SafeNet, Inc.など
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沿革

アセンテック
設⽴

VDI 
Innovation
Centerを
オープン

Nimbleと
代理店契約を

締結

Atrustと
国内ディストリ

ビュータ
契約を締結

Dell
プレミア

パートナー

NVIDIAと
パートナー契約を

締結

日本ヒューレット
・パッカードと

⼀次店契約を
締結

東証
マザーズに

上場

東証一部に
市場変更

2009
2

2019
9

2017
10

2017
8

2015
8

2014
10

2017
4

2014
1

2013
10

2012
3

新Resalio Lynx
発売 2015.6

リモートPCアレイ
発売 2016.10

2020
12

2021
9

2022
2

2022
4

ニーズウェル社との
業務提携

closip 社と
パートナー
契約締結

パルスセキュア（現ivanti）
とディストリビュータ契約

を締結

東証
プライムに
変更予定GMOインターネットと

パートナー
契約を締結
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事業系統図

エンドユーザー(企業、官公庁、学校など)

当 社

システム・インティグレーター(販売パートナー)

海外・国内商品仕⼊ コンサル・設計・構築 製品開発
保守・運用 (リモートPCアレイ、Resalioシリーズ)

外注先
構築サービスの一部を外注

海外メーカー・国内メーカー(仕⼊パートナー)

・輸⼊業務
・商品仕⼊

・商品仕⼊ ・サービス仕⼊
・SEサービス仕⼊
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仮想デスクトップとは︖

36



仮想デスクトップ トータルソリューション

リモートPCアクセス
クラウドサービス

SI不要 即日構築

ブレードPC方式
SI不要

短期間構築(1W)

VDI コンサル &
SI（システム

インテグレーション）

手法 ソリューション IT基盤

closip社
基地局

（仮想閉域網）

リモートPCアレイ
50/100/200

HPE, Dell サーバー
Nimble ストレージ

SimpliVity
Google Cloud

ユーザ数・規模

500-

20-500

1-30
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アセンテックの取扱い製品・サービス

リモート・デスクトップ⽅式仮想化ソフトウエア⽅式 クラウドサービス⽅式

サーバー側(データセンター側、クラウド側)は、仮想化ソフトウエア⽅式、リモート・デスクトップ⽅式、クラウドサービ
ス⽅式などを選択できます。どの⽅式でも、セキュアなテレワークやBCP対策などの仮想デスクトップ･ソリューションのメ
リットを享受できます。

端末は、別のPCやスマートデバイス、専用端末(シンクライアント)などが利用できます。

別のPCやスマートデバイス シンクライアント
シンクライアント
(ソフトウエア型)

Citrix Cloud

スマホ／
タブレット

アセンテック
自社製品/サービス

HPE, Dell server
Nimble storage
SimpliVity
Google Cloud

アセンテック
取扱い製品通信回線

インターネット

38



VDIソリューション インフラソリューション

クラウドサービス

プロフェッショナルサービス

アセンテックの取扱い製品・サービス
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